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The OIST Way ～持続可能な未来に向けて～ 
国連持続可能な開発目標（SDGs）は、私たちが今日直面している最も重要な世界的課題に取り組むものです。OISTもま
た、これらの課題に取り組むために設立されました。OISTは、最先端の科学的知識を研究する、ダイナミックで国際的か
つ多文化的な大学院大学として、誰一人取り残さない持続可能なより良い未来に向けて努力するという理念の下で行動し
ています。これこそがOIST Wayです。
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佐藤矩行

予想を遥かに超える沢山のパートナー様
からのご支援をいただき、OISTサンゴ
プロジェクトが動き出しました。長い間
研究の世界しか知らなかった私にとって、
このプロジェクトを始めたことにより、
さまざまな分野の企業活動でご活躍の皆
さまにご挨拶に伺う機会を得ました。そ
こでいろいろな話をさせて頂き、また励
ましのお言葉を頂きました。これはプロ
ジェクトを始める前は考えもしなかった
幸運でした。感謝いたします。

サンゴを知る
このプロジェクトは、「サンゴを知り、サン
ゴ礁を守ろう」をスローガンとしています。
これまでにもサンゴ礁の研究は世界中でたく
さんされていますが、調査地域も点、サンゴ
についての理解も点、といった、点が散ら
ばっていたように感じます。今回、私たちは、
独自に開発した「環境DNA法」を使って、サ
ンゴ礁の理解を点から線に、さらには立体へ
と進めていきたいと考えています。ゆっくり
ですが、少しずつデータが出てきています。

サンゴ礁を守る
うるま市与那城町漁業協同組合・南城市知念漁業協同
組合・座間味村漁業協同組合など多くの方々の協力を
得て、この春には少なくとも３か所でサンゴの植え付
けを行う目途が立ちました。このプロジェクトでは、
植え付けたサンゴの成長に伴ってサンゴ礁の生物多様
性がどのように推移したり回復したりするか、時間を
かけて追跡する予定です。今後、『What's News? 
OISTサンゴプロジェクト』では小さな成果でもお知ら
せし、皆さまのご支援が、沖縄のサンゴ礁の持続にど
のように役立っているかを逐次ご報告してまいります。

OISTサンゴプロジェクトのホームページはこちら
https://www.oist.jp/ja/oist-coral-project
または、「OISTサンゴプロジェクト」で検索！

OISTサンゴプロジェクトのご加入はこちらまで
沖縄科学技術大学院大学（OIST）
098-966-8976 donation@oist.jp

OISTサンゴプロジェクトロゴ
スペシャルパートナー企業になっていただくと、
OISTサンゴプロジェクトロゴを貴社商品やホーム
ページに掲載することができます。スペシャルパー
トナーになって、OISTサンゴプロジェクトロゴを使
用して貴社の環境保全活動への取り組みをPRしてみ
ませんか？（ロゴの使用にはOISTへの事前申請が必
要となります。）

支援企業様のお取り組み例

倉庫に眠っていた綿100パーセント素材のストック品に、
サンゴプロジェクトロゴの刺繍を入れ、新たなかりゆし
ウェアとして蘇らせました。人にも環境にも優しい協賛
品として、個人サンゴ会員の皆様にお配りさせていただ
いております。

OISTサンゴプロジェクトの大きな柱の一
つ、サンゴ礁を守るための取り組みとして、
子どもをはじめとする地域の方々と一緒に
サンゴの植え付けをすることで、サンゴ礁
について興味を持ってもらったり、植え付
けしたサンゴがどのように育っていくかを
モニタリングしていくことがあります。
この度、この取り組みを開始するべく、県
内3か所でサンゴの植え付けをすることと

なりました。初年度は、うるま市平安座島、
座間味村阿嘉島、南城市あざまサンサン
ビーチ（五十音順）で合計約1,600本のサ
ンゴの苗を植え付ける予定です。これを皮
切りに、沖縄県内のみならず世界中の海で
サンゴの植え付けを進めていくことが目標
です。また、植え付け後には、生物多様性
やCO2の変化を計測し、報告していく予定
です。
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スペシャルパートナー企業の皆様（敬称略・五十音順）

幸運を運んできたサンゴプロジェクト ～佐藤矩行教授よりメッセージ～

県内3か所で
1,600本のサンゴ植え付けを開始 株式会社日進商会様

セメント売上の一部はサンゴの保全活動のため
に使用されます。セメント袋は沖縄県内のホー
ムセンターなどで販売されており、セメント袋
にロゴが入ることで、消費者の方々にサンゴ保
全の取り組みを広げることができます。

琉球セメント株式会社様

OISTサンゴプロジェクトの動画が、NAMURA VISION Ⅰ
（那覇市松山1-5-1）で、午後5時から午前5時の間、15分間
に一回の頻度で放映されております。

株式会社ナムラ様

2023年７月17日（海の日）にプロジェクトを開始した時には8社だったスペシャルパート
ナー企業様も2024年１月末現在、20社となりました。


	スライド番号 1

